
L
o
m
a
n
d
ra
L
a
b
ill.

K
M
-M
G
24

Jen
n
ifer

D
ix
so
n

M
in
er

1790
O
rn
ella
ia

W
a
y
,
R
en
o
,
N
V

89521 -3099,U
S
A

K
eith

A
n
d
rew

M
in
er

1790
O
rn
ella
ia

W
a
y
,
R
en
o
,
N
V

89521 -3099,U
S
A

第
38090号
令
和
７
年
６
月

20日

〃
〃

O
ry
za
sa
tiv
a
L
.

は
な
と
い
ろ

国
立
研
究
開
発
法
人

農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構

茨
城
県
つ
く
ば
市
観

音
台
三
丁
目
１
番
地

１国
立
研
究
開
発
法
人

国
際
農
林
水
産
業
研

究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
つ
く
ば
市
大

わ
し
１
番
地
１

第
38096号
令
和
７
年
６
月

27日

〃
〃

P
a
u
lo
w
n
ia
S
ieb
.

et
Z
u
cc.

聖 ひ
じ
り

株
式
会
社
S
A
N
S
E
I

京
都
府
亀
岡
市
篠
町

野
条
イ
カ
ノ
辻
北

30
１

第
37923号
令
和
７
年
３
月

11日

〃
〃

V
icia
fa
b
a
L
.

S
A
K
F
A
V
001

株
式
会
社
サ
カ
タ
の

タ
ネ
神
奈
川
県
横
浜
市
都

筑
区
仲
町
台
二
丁
目

７
番
１
号

第
38093号
令
和
７
年
６
月

23日

〃
〃

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

十
三
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
福
沢
字
海
道
西
草
刈
八
二
一

〇
八
番
か
ら
同
町
大
字
石
岡
字
東
千
代
田
二
三
番
一
ま
で

前後

一
三
･
〇
一
〜

一
六
･
〇
八

一
三
･
八
〇
〜
一
二
八
･
五
七

〇
・
六
六
〇

〇
・
六
六
〇

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山
形
河
川
国
道
事
務
所

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
二
号

次
の
よ
う
に
都
市
公
園
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
の

二
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
四
十
六
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

裾
野
市
御
宿
字
上
ア
ラ
イ
一
一
三
〇
番
一
か
ら
同
市
御
宿
字

小
鍋
沢
上
一
一
一
二
番
一
ま
で

前後

四
二
・
六
七
〜
五
〇
・
九
〇

四
三
・
八
三
〜
四
七
・
七
〇

〇
・
〇
二
二

〇
・
〇
二
二

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二
百
四
十
六
号

裾
野
市
御
宿
字
上
ア
ラ
イ
一
一
三
〇
番
一
か
ら
同
市
御
宿
字
小
鍋

沢
上
一
一
一
二
番
一
ま
で

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
沼

津
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
九
月
十
九
日
十
五
時

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十

一
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

別
表
の
指
定
番
号
二
の
項
指
定
を
し
た
日
欄
中
「
令
和
二
年
九
月
一
日
」
を
「
令
和
七
年
九
月
一
日
」
に
、
指
定
の

有
効
期
間
欄
中
「
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
五
年
間
」
を
「
令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
五
年
間
」
に
改
め
る
。

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

十

号

宇
佐
市
大
字
山
本
字
宮
ケ
谷
一
七
八
二
番
一
か
ら
同
市
大
字
山
本

字
下
堂
山
姥
ケ
谷
一
八
二
一
番
一
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大

分
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
九
月
二
十
日

名
称

国
営
越
後
丘
陵
公
園

位
置

新
潟
県
長
岡
市
親
沢
町
及
び
深
沢
町

区
域

別
紙
図
面
の
と
お
り
（
略
）

（
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
に
閲
覧
所
を
設
け
、
令
和
七
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
公
衆
の
閲
覧
に
供

す
る
。）

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
九
月
二
十
七
日


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